
低炭素建築物の認定に係る手数料について

①　低炭素建築物新築等計画認定申請手数料及び変更認定申請手数料

※１・・・『住宅部分』　：外皮性能及び一次エネルギー消費量を、共に仕様基準を用いて評価した場合に限ります。

　　　　　『非住宅部分』：外皮性能及び一次エネルギー消費量を、共にモデル建物法を用いて評価した場合に限ります。

②　認定申請に併せて、建築基準適合審査を申し出る場合
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　　　　　　ただし、建築物の計画の変更で床面積を増加する部分にあっては、当該増加する部分の床面積に該当する額とします。
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都市の低炭素化の促進に関する法律の規定による低炭素建築物新築等計画の認定等に関する手数料表
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低炭素建築物の認定に係る認定手数料
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※２・・・　建築物の計画の変更等に係る確認申請手数料は、それぞれ当該床面積の合計に0.5を乗じて得た面積に該当する額とします。
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下表②部分
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